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コロナ禍、諸物価高騰での水道料値上げは、許されません！

⑴
廉
価
・
安
全
な
水
を
安
定

供
給
す
る
の
が
水
道
法
の
原

則
で
は
な
い
か
。

⑵
水
道
料
金
値
上
げ
の
理
由

は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な

い
か
。
①
人
口
減
少
で
水
道

使
用
量
が
減
っ
て
も
施
設
は

小
さ
く
で
き
な
い
。
②
補
助

金
活
用
の
た
め
の
値
上
げ
は

本
末
転
倒
。
③
メ
ー
タ
ー
維

持
管
理
費
の
加
算
は
減
価
償

却
費
と
の
二
重
取
り
。
④
長

期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
値

上
げ
は
、
町
民
負
担
の
追
い

打
ち
に
な
る
。

⑶
一
般
会
計
基
準
外
操
出
金

を
増
や
せ
ば
値
上
げ
は
し
な

く
て
も
済
む
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　

⑴
清
浄
・
廉
価

は
水
道
法
の
原
則
で
す
。

⑵
①
現
施
設
が
過
大
施
設
と

は
い
え
ず
、
縮
小
で
き
ま
せ

ん
。
②
現
行
料
金
体
系
で
は

補
助
事
業
は
活
用
で
き
ず
、

将
来
の
料
金
負
担
軽
減
に
つ

な
げ
ま
す
。
③
維
持
管
理
費

は
必
要
経
費
で
あ
り
、
資
金

収
支
方
式
で
は
減
価
償
却
費

は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。
④

改
定
を
遅
ら
せ
る
ほ
ど
改
定

率
が
増
嵩
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
必
要
と
判
断
す

れ
ば
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

⑶
資
金
不
足
額
の
半
額
を
一

般
会
計
繰
入
金
で
改
定
率
を

抑
制
し
ま
す
が
、
こ
れ
以
上

の
繰
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
12
月
に
認
定
さ

れ
た
「
香
美
町
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」
町
内
に
は

数
多
く
の
無
形
民
俗
文
化
財

が
各
地
域
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
き
に
わ
た
り
継
承
さ

れ
て
き
た
伝
統
芸
能
だ
が
、

少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け
ら

れ
ず
、
組
織
の
高
齢
化
・
人

材
不
足
に
よ
っ
て
歴
史
を
紡

い
で
い
け
な
い
状
態
も
既
に

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

無
形
民
俗
文
化
財
保
存
の
課

題
、
活
用
の
具
体
策
を
教
育

長
に
伺
う
。

教
育
長
　

保
存
に
関
す
る�

具
体
的
支
援
策
と
し
て
未
指

定
の
文
化
財
把
握
・
出
前
講

座
等
で
の
文
化
財
の
周
知
、

歴
史
文
化
の
記
録
、
衣
装
な

ど
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
、
課
題
共
有
の
た

め
に
保
存
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

活
用
に
関
す
る
具
体
的
支

援
策
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

等
出
演
依
頼
が
あ
っ
た
際
の

保
存
団
体
と
の
連
絡
調
整
、

ふ
る
さ
と
教
育
で
実
施
し
て

い
る
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

の
活
用
、
出
前
講
座
な
ど
の

歴
史
文
化
講
座
の
開
催
や
講

師
の
派
遣
、
上
演
さ
れ
る
日

程
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
作

成
・
掲
示
等
、
引
き
続
き
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
命
の
水
は
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な
い
！

必
要
な
と
き
に
は
コ
ロ
ナ
支
援
策
を
講
じ
ま
す

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
！

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
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